
令和8年4月 水産おおいた 第188号

　

　３月１２日、佐伯支店において、大分県水産養殖協議会
青年部会主催の講習会が開催され、会員である養殖業者
や飼料会社などから多くが参加した。
　今回は、県水産研究部の毛利冬香研究員が「大分県の養
殖漁場における近年の環境変化」について、愛媛大学南予

水産研究センターの竹内久登助教が「海洋環境変化が養殖業に与える影響
と愛媛大学の取り組み」について講演した。
　毛利研究員からは伊予灘、別府湾などで海水温の上昇が見られ、特に秋
にその傾向が顕著であり、豊後水道については外洋水の影響を受けやすい
ことが説明された。
　竹内助教は、近年の高水温で魚病が発生しやすくなることや海水中の赤
潮プランクトンの遺伝子検査をすることで赤潮予察技術の確立を目指してい
ることなどを発表した。
　講習会終了後は、青年部の通常総会が開催され、７年度実績、８年度計画
について承認された。

漁業学校修了証書授与式 養殖技術・経営向上対策講習会

　
佐
伯
市
蒲
江
で
カ
ワ
ハ
ギ
稚
魚
を

育
成
し
て
い
る
水
本
あ
ゆ
み
さ
ん
が

「

R
7
農
山
漁
村
女
性
活
躍
表
彰
」

の
女
性
新
規
事
業
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
部

門
で
、

優
秀
賞
の
水
産
庁
長
官
賞
を

受
賞
し
た
。

　
こ
れ
は
女
性
が
農
山
漁
村
で
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

農
林
水
産

業
及
び
農
山
漁
村
の
活
性
化
や
女
性

の
参
画
推
進
な
ど
女
性
活
躍
推
進
の

た
め
に
優
れ
た
活
動
を
行
っ

て
い
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
。

　
水
本
さ
ん
は
R
1
か
ら
夫
と
と
も

に
漁
業
に
従
事
し
、

R
6
に

「

K
A
M
A
E
お
さ
か
な
研
究
女
子

会
」

を
発
足
、

食
育
活
動
を
開
始
し

た
。

現
在
は
「

お
お
い
た
A
F
F
女

性
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
」

の
副
会
長
と
し

て
一
次
産
業
に
携
わ
る
女
性
の
活
動

支
援
と
連
携
強
化
に
努
め
、

国
の
水

産
政
策
審
議
会
の
特
別
委
員
に
も
就

任
す
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
い

る
。

　
３
月
１
６
日
に
県
庁
で
A
F
F
女

性
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
役
員
も
同
席

し
、

県
の
渕
野

農
林
水
産
部
長

ら
に
受
賞
を
報

告
し
た
。

　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

水
本
さ
ん
（
下
入
津
）

が
水
産
庁
長
官
賞
受
賞

　新規就業者を対象に毎年開催している漁業学校の
修了式及び修了証書授与式が３月１８日、水産会館で
行われた。
　今年度は、酒井将平さん（宇佐　底曳網）、蔀勇也さ
ん（宇佐　底曳網）、水本光星さん（下入津　魚類養
殖・定置網）、浪井拓海さん（下入津　魚類養殖）の４名
が受講し、水産研究部などの現地研修や外部講師等
による座学を通じて漁労や養殖技術、水産関係の制
度、法令などを学んだ。
　中根組合長が講話で
「データの蓄積が大事。
応援するのでしっかり
と頑張ってほしい」と話
した。その後、組合長か
から各受講生に修了証
が授与された。

http://www.jf-oita.or.jp/
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高校生・大学生の就業相談会

　「２０２５年度浜の活力再生プラン優良事例表彰」が
あり、加工処理施設の活用によりハモのブランド化と
販路拡大に取り組んだ杵築地域水産業再生委員会
（杵築支店）が農林中央金庫理事長賞を受賞した。
　表彰式は３月１１日に農林水産省において開催さ
れ、中根組合長（杵築支店運営委員長）ら関係者が出
席した。
　活魚以外には単価が安く、漁獲量の多い夏場に値
崩れすることもあるハモの加工処理施設を２０１９年に
建設し、骨切り加工を開始。付加価値を付けることに
よって漁業者からの買取価格を向上させた。
　また、骨切りハモは杵築市のブランド認定を受け、ふ
るさと納税の返礼品にも採用された。
　県のマーケターと
も連携し販路拡大に
も取り組んだ結果、
2024年の出荷量は
前年よりも70％増加
した。
　こういった取り組み
が評価された。

　大分県及び大分県教育庁主催の「県内高校生・大学生対
象一次産業合同相談会」が２月２５日、大分市のクラサス
武道スポーツセンター武道場で開催された。
　生徒や学生が将来を考えるときに一次産業を含む経営
体を就職先として検討してもらうきっかけとなる機会を作る
目的で、高校２年生や大学生を対象に開催されたもので３
００名近くが参加した。
　漁協のブースには海洋科学高校生を中心に男女１７名が
来訪し、担当者から漁業の概要などを説明。まき網や船曳
網に興味を示した生徒もいた。また民間の水産関係企業の
窓口には６０名を超える人が訪れ、インターンシップで漁業
体験を行うことになった生徒もおり、今後就職し戦力として
活躍することが期待される。

毛利研究員 竹内助教



【

代
表
質
問
】

自
民
党
　
麻
生
栄
作
議
員

　
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

　
本
県
の
重
要
な
産
業
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
は
、

デ
ジ
タ
ル

化
や
自
動
化
な
ど
の
取
組
の
加
速
や
高
温
、

豪
雨
等
の
環
境
変
化

に
対
応
し
た
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
。

成
長
産
業
化
に
向
け

た
見
解
は
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
水
産
業
で
は
高
水
温
等
の
影
響
を
受
け
に
く
い
沈
下
式
生
け
贅

を
活
用
し
、

A
I

技
術
等
を
用
い
た
ブ
リ
養
殖
手
法
の
実
証
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

漁
船
漁
業
で
は
高
水
温
で
も
生
育
可
能
な
キ
ジ

ハ
タ
の
種
苗
生
産
体
制
を
確
立
す
る
。

　
ま
た
、

A
S
E
A
N
地
域
に
お
い
て
食
品
見
本
市
へ
の
出
展
な

ど
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
を
展
開
、

輸
出
拡
大
を
後
押
し
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
元
気
な
産
地
を
育
成
し
、

新
た
な
担
い
手
を
呼

び
込
む
こ
と
で
成
長
産
業
化
に
繋
げ
る
。

【

代
表
質
問
】

公
明
党
　
戸
高
賢
史
議
員

　
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
つ
い
て

　
世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー

ム
の
定
着
、

円
安
な
ど
は
世
界
に
売
り

込
む
追
い
風
と
言
え
る
が
、

一
方
で
輸
入
規
制
強
化
や
原
油
価
格

の
高
騰
な
ど
が
あ
る
。

　
大
分
県
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
の
輸
出
を
い
か
に
促
進
す
る

の
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
輸
出
先
国
の
多
角
化
で
は
、

米
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
メ

ニ
ュ
ー

フ
ェ

ア
等
を
、

県
内
で
は
食
品
加
工
事
業
者
と
商
社
と
の

商
談
会
を
開
催
し
た
。

　
来
年
度
は
A
S
E
A
N
地
域
の
展
示
会
に
も
出
展
、

県
産
品
の

魅
力
を
発
信
す
る
。

加
工
品
に
つ
い
て
は
今
後
、

県
漁
協
の
蒲
江

加
工
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
養
殖
ブ
リ
の
冷
凍
加
工
品
開
発
も
計

画
し
て
い
る
。

【

一
般
質
問
】

自
民
党
　
穴
見
憲
昭
議
員

　
1
佐
賀
関
大
規
槙
火
災
に
つ
い
て

(

1

)

佐
賀
関
大
規
模
火
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て

　
昨
年
発
生
し
た
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
で
は
、

ハ
ー

ド
面
の
整

備
だ
け
で
な
く
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

が
以
前
に
近
い
カ
タ
チ
に
戻

れ
る
よ
う
な
支
援
が
必
要
。

　
今
後
、

ど
の
よ
う
に
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
被
災
し
た
八
潮
工
業
の
事
業
を
引
き
継
ぐ
漁
協
に
対
し
て
、

漁
具
の
製
造
再
開
に
必
要
な
施
設
整
備
を
支
援
す
る
。

　
ま
た
、

漁
協
の
り
ゅ

う
き
ゅ

う
冷
凍
パ
ッ

ク
な
ど
佐
賀
関
産

品
の
販
売
を
促
進
す
る
た
め
、

現
在
、

県
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ

プ
で
応
援
企
画
を
開
催
。

　
来
年
度
は
県
外
の
量
販
店
や
飲
食
店
で
関
あ
じ
・
関
さ
ば
を

は
じ
め
と
し
た
フ
ェ

ア
を
開
催
す
る
と
と
も
に
権
現
通
り
商
店

街
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支
援
す
る
。

【

一
般
質
問
】

自
民
党
　
阿
部
長
夫
議
員

　
一
次
産
業
の
振
輿
に
つ
い
て

(

1

)

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
水
産
資
源
の
造
成
や
環
境
改
善
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
一

方
で
、

藻
場
が
減
少
、

漁
獲
さ
れ
る
魚
種
も
変
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、

魚
離
れ
が
進
む
中
、

毎
月
第
4
金
曜
日
の
「

お
お
い

た
県
産
魚
の
日
」

が
広
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

　
水
産
業
の
更
な
る
振
興
に
向
け
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
漁
場
環
境
の
整
備
、

種
苗
の
拠
点
放
流
、

資
源
管
理
の
強
化

を
一
体
的
に
進
め
、

マ
コ
ガ
レ
イ
な
ど
基
幹
魚
種
の
資
源
回
復

に
取
り
組
む
。

　
別
府
湾
等
で
は
今
年
度
か
ら
大
規
模
な
海
底
耕
う
ん
事
業
が

始
ま
っ

た
。

藻
場
調
査
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
ア
イ
ゴ
等
の

駆
除
な
ど
藻
場
造
成
に
取
り
組
む
。

キ
ジ
ハ
タ
は
大
量
生
産
技

術
の
開
発
、

放
流
方
法
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
。

　
来
年
度
1
0
周
年
を
迎
え
る
「

お
お
い
た
県
産
魚
の
日
」

で

は
、

旬
入
り
宣
言
を
イ
サ
キ
や
ハ
モ
な
ど
天
然
魚
に
も
広
げ

る
。

ま
た
、

小
中
学
校
で
養
殖
ブ
リ
や
ハ
モ
を
使
用
し
た
学
校

給
食
の
提
供
や
海
づ
く
り
教
室
を
実
施
す
る
。

(

2

)

別
府
湾
の
漁
場
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
別
府
湾
は
近
年
漁
獲
量
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
か
ら
海
底
耕

う
ん
や
藻
場
の
造
成
な
ど
漁
場
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

海
底
耕
う
ん
は
令
和
7
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

地
元

漁
協
等
と
の
調
整
が
気
に
な
る
。

　
漁
場
環
境
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

【

答
弁
】

渕
野
部
長

　
海
底
耕
う
ん
や
堆
積
物
の
除
去
の
ほ
か
沿
岸
域
の
藻
場
造
成

や
魚
礁
設
置
を
一
体
的
に
行
い
、

6
年
間
か
け
て
別
府
湾
全
体

の
漁
場
環
境
を
改
善
す
る
。

　
実
施
に
あ
た
っ

て
は
漁
協
各
支
店
と
の
協
議
を
丁
寧
に
行
い

な
が
ら
進
め
て
お
り
、

漁
業
者
か
ら
そ
の
効
果
や
継
続
の
要
望

を
受
け
て
い
る
。

今
後
も
漁
業
者
か
ら
の
要
望
を
整
理
し
協
議

を
重
ね
、

事
業
を
推
進
す
る
。

(

3

)

漁
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

 
本
県
で
は
漁
業
の
担
い
手
確
保
や
定
着
促
進
に
向
け
、

漁
業
学
校

の
設
置
や
親
元
で
の
就
業
支
援
な
ど
国
の
長
期
研
修
の
他
に
県
単
独

で
各
種
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

 
今
後
高
齢
化
が
一
層
進
み
、

漁
業
者
数
の
減
少
が
加
速
度
的
に
進

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【

答
弁
】

渕
野
部
長

 
担
い
手
の
生
産
性
や
収
益
向
上
を
実
現
す
る
た
め
ス
マ
ー

ト
技
術

や
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
等
を
進
め
、

キ
ジ
ハ
タ
の
大
量
生
産
技
術
の

開
発
も
推
進
。

　
新
た
な
担
い
手
の
確
保
で
は
、

就
業
前
の
情
報
提
供
や
体
験
型
短

期
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

就
業
後
は
資
金
給
付
や
漁
船
、

漁
具
の
初

期
投
資
へ
の
補
助
等
を
行
う
。

 
ま
た
雇
用
型
の
希
望
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

就
業
フ
ェ

ア

で
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
拡
充
し
て
い
る
。

【

一
般
質
問
】

無
所
属
の
会
　
佐
藤
之
則
議
員

国
東
半
島
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

(

4

)

農
林
水
産
物
の
直
売
所
に
つ
い
て

 
道
の
駅
な
ど
も
含
め
た
直
売
所
は
年
月
の
経
過
と
と
も
に
販
売
力

や
運
営
体
制
に
差
が
生
じ
、

来
訪
者
が
減
少
し
て
い
る
施
設
も
少
な

く
な
い
。

直
売
所
の
活
性
化
に
向
け
た
見
解
は
。

【

答
弁
】

渕
野
部
長

　
運
営
者
等
を
対
象
に
優
良
事
例
を
共
有
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す

る
と
と
も
に
直
売
所
間
で
産
品
を
補
い
合
う
広
域
流
通
の
構
築
や
郷

土
料
理
教
室
の
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
。

　
さ
ら
に
運
営
改
善
を
直
接
支
援
す
る
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

を
新
た
に
設

置
し
、

課
題
解
決
に
意
欲
的
な
直
売
所
の
取
組
を
後
押
し
す
る
。

【

一
般
質
問
】

共
産
党
　
堤
栄
三
議
員

災
害
対
策
に
つ
い
て

(

1

)

佐
賀
関
大
規
模
火
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て

復
興
住
宅
の
早
期
建
設
、

漁
具
等
の
製
造
事
業
の
継
続
な
ど
を
含

め
、

火
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

【

答
弁
】

佐
藤
知
事

　
復
興
市
営
住
宅
の
建
設
を
含
め
た
復
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
技

術
的
助
言
を
行
う
ほ
か
、

道
路
な
ど
の
復
旧
・
整
備
に
つ
い
て
も
支

援
す
る
。

　
一
方
、

八
潮
工
業
の
事
業
を
引
き
継
ぐ
地
元
漁
協
に
対
し
施
設
整

備
を
支
援
す
る
。

ま
た
漁
協
の
り
ゅ

う
き
ゅ

う
冷
凍
パ
ッ

ク
な
ど
佐

賀
関
産
品
の
販
売
を
促
進
の
た
め
、

県
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
で

応
援
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

　
来
年
度
は
県
外
の
量
販
店
や
飲
食
店
で
の
関
あ
じ
・
関
さ
ば
等
の

フ
ェ

ア
開
催
な
ど
を
支
援
す
る
。

県
議
会
が
開
会

　
２
月
２
４
日
に
令
和
８
年
第
１
回
定
例

会
が
開
会
。
３
月
４
日
か
ら
代
表
質
問
、

６
日
か
ら
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。



　３月１４日、水産会館において「R7大分県タチウオ漁
業者検討会」を開催した。釣りや底曳網の漁業者など
１４名の委員のほか県職員らが出席した。
　初めに、水産研究部の真田康広主任研究員が「２０２
４年タチウオ資源評価」を説明した。その中で、
・大分と愛媛のタチウオ漁獲量は減少傾向で、ここ５年
は低位で横ばい
・近年は秋生まれが漁獲の主体
・近年の急速な資源悪化は大型魚による春産卵が減
少したことが要因
・資源回復には32％以上の漁獲努力量の削減が必要
・産卵期までの保護、漁獲開始サイズの引き上げ（200
ｇ以上）などが有効で、早期の取り組みが必要。
などが提案された。
　漁獲サイズの引き上げについては、持ち帰り、地元で
検討することになった。
　その後、水産振興課からＲ８の資源管理措置の案が
示され、承認された（以下）。

1.R8年5～6月
①タチウオを目的とする全ての漁業
　・関崎と佐田岬を結んだより北側
　　　毎週土曜日を休漁とする→9日間
　・関崎と佐田を結んだ線より南側
　　　毎週土曜日と5月1日(金)、5月3日(日)を休漁
　　　とする→11日間
②タチウオを目的とする小型機船底びき網及び
　　はえなわ漁業
　　　　5月11日(月）から5月16日(土)を休漁とする
2.上記1以外の期間(R8年4月、R8年7月～R9年3月)
①タチウオを目的とする釣り漁業
　　　7、8月の毎週土曜日、それ以外の期間は
　　　毎月第2土曜日を休漁とする
　　　　(※休漁時間は土曜の0時から24時とする）
②タチウオを目的とする小型機船底びき網及び
　　はえなわ漁業
　　　毎週土曜日を休漁とする

県漁協　　人事異動（R8.4.1付け）
佐賀関一本釣りと

臼津まき網の調整会議
　3月２３日、臼杵市において佐賀関一本
釣りと臼津まき網漁業との調整会議が開
催された。
　会議では水産研究部の林亨次主幹研究
員が調査報告を行った。その中で
・2024年のマアジは全国では前年並み、
大分ではやや増加、2025年は佐賀関釣り
と臼津まき網では1997以降で最も少ない
漁獲量
・サバ類は同じく全国では前年並み、大分
は大幅に減少、、2025年は佐賀関釣りと
臼津まき網では1997以降で最大の漁獲量
・ここ１０年間では６月のマアジ産卵量が
多い
などが報告された。
　マアジ、マサバの資源管理協定につい
ては、昨年同様の内容とし具体的な方法
（休漁日等）については、それぞれ持ち
帰って協議することが承認された。

　
今
年
は
こ
の
時
期
、

こ

れ
ま
で
に
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て
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。
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人
事
異
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あ
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た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
職
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環
境
で
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い
。

皆
様
く
れ
ぐ
れ
も

体
に
気
を
付
け
て
（

大
）

編
集
後
記

タチウオ漁業者検討会
県（水産関係）の人事異動

　R8.4.1付け
新所属 旧所属 氏  名

東部振興局農山漁村振興部水産班
課長補佐（総括）

水産振興課資源管理班
課長補佐（総括）

堤　憲太郎

東部振興局農山漁村振興部 主幹
　※継続任用

東部振興局農山漁村振興部水産班
課長補佐（総括）

徳丸　泰久

東部振興局農山漁村振興部
農林水産研究指導センター
水産研究部北部水産グループ

高橋　杜明

中部振興局農山漁村振興部副主幹
農林水産研究指導センター水産研究部
養殖環境チーム主任研究員

斉藤　義昭

中部振興局農山漁村振興部副主幹 中部振興局農山漁村振興部主査 中尾　拓貴
南部振興局農山漁村振興部水産班
主幹（総括）

南部振興局農山漁村振興部主幹 田西　三希子

南部振興局農山漁村振興部副主幹 農林水産企画課企画管理班副主幹 波多野　良介
北部振興局農山漁村振興部水産班
課長補佐（総括）

南部振興局農山漁村振興部水産班
課長補佐（総括）

渡邉　新吾

北部振興局農山漁村振興部 水産振興課 入江　隆乃介
漁業管理課団体流通班主幹 漁業管理課団体流通班副主幹 白樫　真
（海区漁業調整委員会）
漁業管理課漁業調整班課長補佐（総括）

（海区漁業調整委員会）
漁業管理課漁業調整班主幹（総括）

三ケ尻　孝文

（海区漁業調整委員会）
漁業管理課漁業調整班主幹

水産振興課資源管理班主幹 山田　英俊

漁業管理課団体流通班主任 東部振興局 森田　将伍
水産振興課漁場整備班主幹（総括） 水産振興課振興班主幹 東馬場　大
水産振興課資源管理班課長補佐（総括） 水産振興課漁場整備班課長補佐（総括） 平澤　敬一
水産振興課振興班主査 北部振興局農山漁村振興部主査 吉岡　宗祐
水産振興課資源管理班主任 農林水産研究指導センター水産研究部 安部　憲人

水産振興課振興班技師
農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ

平野　莊太郎

農林水産企画課企画管理班主査
（海区漁業調整委員会）
漁業管理課漁業調整班主査

野田　誠

東京事務所おんせん県おおいた課主査
兼おおいたブランド推進課

東京事務所兼おおいたブランド推進課 横山　純一

農林水産研究指導センター水産研究部
資源増殖チーム主幹研究員

農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ資源増殖チーム
主幹研究員（チームリーダー）

内海　訓弘

農林水産研究指導センター水産研究部
養殖環境チーム

採用 原田　隼希

農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ資源増殖チーム
主幹研究員（チームリーダー）

農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ資源増殖チーム
主幹研究員

都留　久美子

農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ資源増殖チーム
主任研究員

東部振興局農山漁村振興部専門員 田村　勇司

農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ資源増殖チーム
主任研究員

漁業管理課団体流通班主査 大竹　周作

農林水産研究指導センター水産研究部
北部水産グループ養殖環境チーム

採用 坪矢　拓海

退職　※R8.3.31付け 中部振興局農山漁村振興部主幹 竹下　洋海

退職　※R8.3.31付け
北部振興局農山漁村振興部水産班
課長補佐（総括）

畔地　和久

新 旧 氏名
(本店)信用事業部長 (本店)信用事業部長兼大分支店長 西田淳一
(本店)経済事業部販売課長 (本店)経済事業部販売課長兼中津支店長 橋本圭介
(本店)経済事業部購買課長 (本店)経済事業部購買課長兼別府支店長 染矢拓宏
(本店)経済事業部販売課
(日出共販所長兼豊前海）係長

(本店)経済事業部販売課(豊前海)係長 高村巧滋

(本店)経済事業部販売課
杵築加工センター担当

(本店)経済事業部販売課杵築日出担当 嶋田昌紘

(本店)経済事業部販売課杵築日出担当 (杵築支店)販売担当 石掛裕一郎
(本店)経済事業部販売課 (本店)新規採用 河野杏
(本店)内部検査室検査員(嘱託)
　※定年退職再雇用

(本店)内部検査室検査員(専門員) 奥井豊広

(本店)総務部経営管理課(臨時) (本店)新規採用 吉冨真理
(本店)信用事業部資金課(臨時) (本店)新規採用 立川春美
(本店)経済事業部販売課(臨時) (本店)新規採用 西山優香
(中津・香々地支店)支店長 (宇佐・香々地支店)支店長 江口邦生
(中津支店)総務・指導係長 (中津支店)支店長代理 林智洋
(宇佐支店)支店長 (宇佐支店)業務部長 本田秀和
(真玉取次店)総務担当(臨時) (真玉取次店)新規採用 相良美幸
(姫島支店)販売・購買課長 (姫島支店)販売係長 追崎優作
(武蔵支店)総務・共済担当(嘱託)
　※定年退職再雇用

(武蔵支店)信用・共済担当 芹川陽子

(別府・大分支店)支店長 (臼杵支店)支店長 廣戸聡
(臼杵支店)支店長 (臼杵支店)支店長代理 小篠友洋
(鶴見支店)販売担当(嘱託)
　※定年退職再雇用

(鶴見支店)販売担当 吉岡慶三

(下入津支店)販売担当　※正職員登用 (下入津支店)販売担当(臨時) 久寿米木孝太

(米水津加エセンター)総務課　※正職員登用 (米水津加エセンター)総務課(臨時) 森田愛虹

(蒲江加エセンター)
加工センター本部長(嘱託)　※再雇用

山本君和

(蒲江加工センター)センター長 (本店)販売課(杵築)課長役 長船長茂
退職（令和8年3月31日付） (本店)経済事業部販売課課長補佐 山口次郎
退職（令和8年3月31日付） (本店)信用事業部資金課(臨時) 中内望
退職（令和8年3月31日付） (本店)経済事業部販売課(臨時) 塩月真由美

退職（令和8年3月31日付）
(蒲江加工センター)加工セソター本部長
兼蒲江加工セソター長

山本幹太


